
令和7年度 社会福祉法人かすみが丘学園 障害者支援施設ライフかすみ 

地域連携推進会議  議事録 

（〇：報告/説明内容  ☆：質問内容 ★：回答内容） 

 

実施日時 令和7年9月30日（火）10：00-11：50 

実施場所 障害者支援施設ライフかすみ 管理棟2階会議室 

出席者  ライフかすみ 代表利用者    

かすみが丘学園保護者会 会長   

  女形谷区 区長     

  女形谷区 福祉委員    

  坂井市社会福祉協議会 丸岡支部長   

  常務理事 ライフかすみ センター長   

  法人本部 事務長     

  ライフかすみ 副センター長    

 

内容 

1， 開会のあいさつ 

（ライフかすみ センター長より） 

2， 会議の趣旨説明 

 （ライフかすみ センター長より  当学園地域連携推進会議設置規定をもとに説明） 

〇会議の目的・役割 

〇会議の構成員 

〇会議の開催頻度と設置主体 

〇会議の内容 

〇利用者の個人情報の取り扱い 

〇議事録の作成と公表 

 

3， 構成員の紹介 

（当事業所とのつながり、エピソード等含めて自己紹介いただく） 

●かすみが丘学園保護者会 会長  

   我が子が25年前からお世話になっており、これまで保護者会として、学園の整備、施設、環境等、

色々と協力してきた。今後もこれまで以上に、利用者さんの安心と安全のために支援していきたい。 

 

●女形谷区 区長     

   来年60周年を迎えられるにあたり、これまでの様々な思い出（ソフトボールをして喧嘩になったな

ど）がある。また、建設業を営んでおり、GHも2棟や施設内の改修などもさせていただいた。 

長畝地区全体の里づくり推進協議会の事務局長も務めており、以前は長畝の里祭りでも出店に協力



いただいたこともあり、来年度の協力をお願いしたい。また、里山を守る会では、学園の北東側（コミュ

ニティかすみ東側）を整備する予定でいる。 

人材不足について、特定技能実習生（ミャンマー）より2名の紹介をさせていただいた。 

利用者の高齢化が進んでいることに関し、高齢者と障害者の法人が協力（別法人を設立）し、霞の郷

を活用した共生型サービスの実施に向けた検討を進めている。そちらの意見交換にも積極的にご参加

いただきたい。 

 

●女形谷区 福祉委員    

   毎月実施している女形谷サロンには、こちらの利用者さんが参加され、交流があります。今回を機に、

学園のことがより理解できればと思っています。 

 

●坂井市社会福祉協議会 丸岡支部長   

    かすみが丘学園は地域ととても深い関係にあると感じており、毎回広報誌（香澄）の写真がとても良いと感

じている。 

地域ボランティアの調整などもご相談ください。また法人連絡会の事務局をしており、8月に実施したこど

も福祉のお仕事体験会でも協力いただき感謝している。 

 ［学園利用者／職員 内容記載省略］ 

 

4， 施設概要 利用者の日常の様子について 

 （ライフかすみ 副センター長 PPにて説明） 

〇ライフかすみのあゆみ 法人設立～現在まで 

〇事業説明 生活介護・施設入所支援 

〇スケジュール・年間行事・保護者会 

〇ライフかすみの生活（動画視聴） 

〇令和7年度 ライフかすみ 事業計画 

〇内部研修 

〇ライフかすみ 代表利用者 より 

  ・学園での生活の振り返り（過去～現在まで） 

・これまで経験したお仕事、作業について 

・今頑張っていること （日中活動、健康面など） 

・今後の希望  

 

☆地域移行とは具体的に何を指すのか。GHなのか？一人暮らしなのか？区内でも空き家が出てきて

おり、利活用できればと思うことがある。昔は区内で機屋をしており、働きに来てもらっていた経験

もあり、70代くらいの方の理解はあると思う。（区長） 

   ★GHも地域移行となる。ご本人の意思確認の上で地域移行を支援していくのが国の流れだが、入所

支援施設でなければならないという方、ニーズもある。（センター長） 

   ☆農業への関心は？未耕地が多くあり、無償でお貸しできるが。（区長） 



   ★現在は行っていないが、敷地内で畑をしていた経験はある。生産活動としては難しいが、収穫時期な

どのお手伝いなど、声をかけていただけるとありがたい。（センター長） 

 

5， 第3期中長期計画の概要説明 

 （法人本部 事務長 より） 

〇第3期中長期計画策定までの経緯と、議論の視点 

〇経営理念/スローガン/計画の期間と構成 

〇法人本部ならびにライフかすみ計画内容の説明 

 

☆福祉避難所の受け入れについて、障害者だけの受け入れか？ 

避難となれば、高齢も障害も一緒な場所に避難するのが実際であり、同じ地域の中にある施設として

も協力いただきたい。（区長） 

★自治体から具体的な地域障害者の受け入れ内容については決まっていないため、今後調整が必要で

ある。（センター長） 

 

☆福祉教育の観点から、学園と学校等との関りは？ 

学校から体験学習の依頼もあり、今後お声かけさせてもらいたい（社協支部長） 

★今年の夏まつりでは、丸岡中学校の吹奏楽部、合唱部に来ていただき発表の機会を設けたが、それ以

前に学校へ訪問し、障害福祉に関する事前学習会を実施した。（センター長） 

★コロナ前は社会貢献活動（丸岡城落ち葉拾い）の際に、長畝小学校４年生との交流はあった（事務長） 

 

☆農作業を日中活動の一部として検討してもらいたい。（保護者会会長） 

☆高齢化で農作業をする人も少なくなり、村が賑やかだと獣も寄ってこない（区長） 

 

6， その他 

 

7， 施設内見学 

こがね 1階を見学 

   ☆看護師の配置は？（区長） 

   ★日中は在籍しているが夜間は不在となる。発熱などの症状があれば看護師に連絡して支持を仰ぐこ

ともあるが、救急の場合は１１９に連絡となり、夜勤者が不安を感じることも多い。（副センター長） 

   ☆在宅医療（訪問診療）をしている、ふるさと往診クリニック（丸岡町長畝）の緊急往診（24時間対応）に

相談してみてはどうか（区長） 

以上 


